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地震によって壊れたモスク
負傷者等の移送に有効な手段であると
感じられました。私たちは、カー ペッ
トに包まれた犠牲者、救急車、自家用
車、トラックの荷台に乗せられ病院に
運び込まれる多くの負傷者も見ました。
私たちバスの乗客は、朝早くバスの
中で食事をとることができました。私
の16オの娘は「お父さん、私たちの食
事を、そこの崩れた建物の横に座って
いる子にあげたら」と言いました。私は
娘に言われるまま朝食のセットを差し
出しました。そのときの子供の父親の
感謝に満ちた顔を私は決して忘れない
でしょう。あのときもっと多くのこと
を彼らのためにできたらと今でも思っ
ています。
バスが、ギョルジュクに着いて一 旦
停車したとき、私はバスを降り、人々
に話しかけ、近くにいた子供に水をあ
げました。奇跡的に壊れた建物から救
出された一 人の女の子が、とてもおび
えていたのを覚えています。また、大
きなハンマーで壊れた建物の床を叩き
割っている男性を見ました。叩くたび
に、火花が飛んでいましたが、ついに
コンクリートに穴が開きました。ちょ
うど私たちのバスが動き出したため、
彼が愛する人を救い出せたかどうかは
見ることはできませんでした。
ギョルジュクで、再三、バスは崩れ
かけた建物のそばで立ち往生しました。
そのときは、私も妻も強い余震で建物
がバスの上に落ちてくるのではないか
と恐怖感でいっぱいでした。イズミッ
トを過ぎると、渋滞はなくなり、私たち
は、やっとイスタンブールに着くこと
ができました。イスタンブールでも地
震は感じられました。震源から120kmほ
ど離れていたため街の被害は比較的小
さいようでしたが、
皆恐怖におびえていました。
母に会うと、母は「息子よ、私は今
でも柱にしがみつき、余震が起こるた
びに祈っている」
（寄稿）
1千万の住民は、
と言いました。
防災科研では、カナダと国際共同研
究「木質構造の動的耐震性に関する研
究」を実施するため、昨年10月13日か
ら26日までカラサベイリ氏を防災科研
に招へいしました。
